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1.イ テイガシを植付し,天然の有用広
葉樹 (カシ,シイ,タプ)の導入と
保育管理をはかる。
2.育 苗
3.林地植付
4.供試材料 イチイガシ 1回床替 2年

生苗
5。 植付方法 (1)方形植 (2)並木植

(3)巣植
6.活着率促進処理
(1)メ ネデール液浸
(2)赤土ドロ汁漬
(3)赤土ドロ汁+メネデール液漬
(4)枝葉の1/2摘出
7。 調査事項
(1)生長量調査
(2)活着率調査

1.試験地設定 (昭和55年 3月 )
(1)場所 遅霧国有林38は林小班
(2)面積  0.58ha
2.調査事項
(1)活着率調査
(2)生長量調査
(3)広葉樹導入調査

1.調査事項
(1)生長量調査
(2)広葉樹導入調査 隔

1.植栽方法別生長量 。生長量について
樹高,根元径,と
もに巣植>並木>
方形植となり,前
年度と順位に変化
はない。
生長率では,樹
高は巣植がや 低ゝ
下したが,根元径
ではや 増ゝ加して
いる。
総体的に方形植
の劣化が目立つて
いる。

設 定 時 61年 11月 生長量

よ
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元
め
根
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樹高
(cm)
元
０
根
Ｇ

高
め
樹
＜ｃ
翫
ｍ

方形植 43 7 273 33 230 26

並木植 41 6 318 43 277 37

巣 植 7 335 48 294 41

平 均 42 7 309 41 267 35

( 52)
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広 葉 樹 (イ テ イガ シ)の 人 工 更 新 法

継続 。新規別 継  続 担

　

当

造  、林  課
開発

箇所

都 城 営 林 署

昭和 54年度

平成 元 年度i旨万ミ・ 自EL男」 自 主

1.目  的

有用広用樹用材林を造成するための、人工更新による用材林施業方法を検討することを目的とし

て試験を試みた。

2.試験 地 設 定

(1)設  定  昭和 55年 3月

(の 場  所  宮崎県北諸県郡高城町有水 遅霧国有林 38は林小班

(3)面  積  0.58んα

に)地   況  標高 220m、  基岩 砂岩 、 土壌型 BD(d)

(D 林  況

前生樹の林況

イテイカシ、 コジイ、タブ、その他広 110年生、んα当り278ぽ の天然林伐跡地

(6)プ ロット設定方法

植付け方式別に次の 3プ ロットを設定

フ
゜
ロ ッ ト 面 積 植栽本数 んα当り本数 植 栽 方 式

方 形 植 0.19 0 10,000 1.0″ × 1.0″

並 木 植 0.19 1,250 61667 0.6axl.2″  条間 2.5m

巣 植 0.20 950 4,756 0.6″ XO.6凛 4本植、巣間 2.9燿

計 0.58 4,100

プロット設定図

方 形 植

0     0
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3.調 査結果

(1)活着率調査 (昭和 55年度 )

:・ Li'｀ご オ`
   ゅ

j

οsゝ q毎牲なぇ、もゃ7.17

0く

`さ

ム九 ミFゝ壺¨弓
｀

Cぶ ぶ| ら  /7
0S ιと み 1宝 囀ヽRヽジ

糧鴫職ギ |

電み_ヽ地ネータ今1年ご
′
鵡 うゝ、め験為ぶぃ零?お
う。
°663士ン憤:

嚇 1憲駒
イ%ギ )38ネ、
コソイ |もネ、
ク7い  3本

刈
　
伐

育

下
　
除

56～ 60年度、毎年の 5回実施した。

63年度  1回実施

`注
)全般的に活着率がよく、処理方法別の差は少なかった。

9

Ⅲ

（巣
　
植
）

Ｉ

（
並
本
植
）

Ｉ

（
方
形
植
）

活 着 促 進 処 理 方 法 別 活 着 率 %

C)堀取後メネデール液に根を漬す 97

② 堀取後赤土 ドロ汁に根を漬す ウ
′

（
υ

③ 堀取後赤土 +メ ネデールに根を漬す
ハ
υ

④ 樹高のレ2以下の枝葉を摘去したもの ０
フ

⑤ 無 処 理 ハ
υ

Ｏ
ソ
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(2)成長量調査 (植栽木)
5ケン,さ 位 IC″

区  分
設 定 時 57年 度 58年 度 5セr年 度
樹  高 根元直径 樹 高 根  元 樹 高 根 元 樹  高 根 元

方 形 植
″
仕

ハ
υ 134 173

並 木 植
０
０ 133 188

巣   植 41 ｎ
υ 151 206

平  均 42 139 189

区  分
60年 度 61降 度 年 度

樹  高 根  元 樹  高 根  元 樹  高 根  元 胸  高

方 形 植 227 273 316

並 木 植 274 318 371 2.8

巣   植 281 335 4.8 397

平   均 309 359 4.7

区  分
63年 度 元 年 度 成 長 量 成 長 率

樹  高 胸  高 樹  高 胸  高 樹  高 胸  高 樹  高

方 形 植 347 385 3.0 342 3.0 795%

並 木 植 386 448 4.0 407 4.0 993

巣   植 423 466 4.0 425 1037

平  均 385 433 391 931

昭和 55～ 56年度の成長量は、寒害による芯枯が多く、平均樹高で 8`″、 1 lC″ と低 く、掲

(3)糞兵奮二lk数及び成長量   れ́ギレ

樹  種
本 / 数 成  長  量 HA当 り

本  数|ま つ が 酵P´曳′ 計 樹  高 胸   高

ィテ イガ シ 13 567 5.9 2,708

ア ラ カ ン 4 4 410 3.2 833

コ  ジ  イ l l 468 3.3 208

計 18 526 底
υ 3,749

本表は、試験地内の上部、中部、下部の 3ケ所 (4″ X4× 3=48イ )に調査箇所を設定し、

ぼう芽等で天然に発生した有用広葉樹を平成元年度に調査したものである。
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4.考  察
(1)活 着 率           ,

ィテイガンの活着率は、一般的によくないとされているが、当該試験では全般的によく、処理

方法別の差は少なく、枝葉を摘出したもの、メネデール液に根を浸したもの、赤土 ドロ汁に根を

浸したものが 97%と 、無処理の 90%に比べ良好な活着を示した。

(2)樹高成長量

植栽後 2年間は、寒害による芯枯れが多く86m、 116π とl_Aか ったが、 3年目から旺盛となっ

た。

植付方法別成長量は、 3年 目までは殆んど差がないが、 4成長期 (58年)か らの巣植の成長

が優れ、その後も下図に示すとおり巣植がよく、平成元年度の調査では植付時の 1,037%と な

り、続いて並木植が 993%と よく、方形植は 795%で 最もよい巣植の 77%で ある。

天然更新した有用樹の成長量は、人工植栽木の平均樹高 391ι″に対し、 567θ″と1 7 6CZ

も大きく旺盛である。

植付 方式 別成 長 量

磁

００５

400

56Z■   57     58     59     60     61     62     63      1

200

100

l⇒

ま

広菫樹1然点

'11ぼ

ぅ芽等が旺盛な林分では、天然更新が有利である。

(2)ぼう芽等による成立本数が少なく植込みを行 う場合は、巣植方式が得策 と考えられる。なお、

今回は、巣植の苗間を 60θ解としたが、植込本数、除間伐の時期など、今後検討していく必要が

ある。

(3)植付は、活着率の調査結果から「枝葉を摘出する方法」が簡易で良策と考えられる。
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